
「
想
い
」「
個
性
」「
夢
」を
生
か
し
、

ご
要
望
に
沿
え
る
よ
う
、
工
夫
し

な
が
ら
技
術
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
一
つ
一
つ
の
工
事
に
達
成
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
材
確
保
・
育
成
、
　

地
域
貢
献
の
取
り
組
み

　
定
期
的
に
社
内
面
談
を
行
い
、

社
員
一
人
一
人
か
ら
仕
事
上
の
困

り
事
や
意
見
を
聞
き
取
り
、
改
善

を
行
う
な
ど
、
社
員
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、（
一
社
）鹿
児
島
県

建
設
業
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
毎

年
実
施
さ
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
に
数
日
間
、
職
場

の
雰
囲
気
や
業
務
内
容
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
次
の
世
代
を
担
う
人

材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
、
年
に
数
回
地
域
の
学
校
な

ど
を
訪
問
し
、
普
段
は
手
入
れ
が

難
し
い
屋
根
上
の
清
掃
や
陥
没
し

た
土
地
の
補
修
、
通
学
路
の
除
草

作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
れ
か
ら
も
薩
摩
川
内
市
で
、

当
社
が
有
す
る
熟
練
の
技
術
を
若

い
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、
地
域
に

長
く
貢
献
で
き
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
株
式
会
社
末
廣
組

を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締
役
社

長
山や

ま
し
た
こ
う
い
ち
ろ
う

下
耕
一
郎
さ
ん
、
取
締
役
副

社
長
山や

ま
し
た
ゆ
う
き

下
結
城
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
28
年
創
業
の
建

設
や
土
木
を
は
じ
め
と
し
た
工
事

を
行
う
会
社
で
す
。
お
客
さ
ま
の

第
46
回

株
式
会
社
末す
え
ひ
ろ
ぐ
み

廣
組

株
式
会
社
末
廣
組

入
来
町
副
田

　
５
５
２
８
番
地

（
44
）２
０
４
８

起業者応援！

今月の起業人び と

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　「１人でも多くの障がい者が社会
人として就労できる地域づくりを行
いたい」「重度者のリハビリ支援を
行いたい」と考え、昨年１０月に創
業しました。これまでリハビリの専
門職として勤務してきた自分の経験
を生かし、利用者に寄り添ったサー
ビスを提供しています。それぞれに
合った生産作業や趣味活動、リハビ
リなどを通じて、一緒に「成功体験」
を重ねていきたいと思っています。

合同会社R
リディーコロ

idicolo.　業種：就労継続支援Ｂ型事業・生活介護事業　起業者：田
た の う え

之上　友
ともひこ

彦さん

 ©2022 100 m 

895-0005 
−

 

895-0005 
−

895-0005 −

合同会社
Ridicolo.

★

●

●

高江記念病院

博善社
永利中央斎場

木
佐
貫
ロ
ー
ド
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▲山下耕一郎代表取締役社長（一番右）
　山下結城取締役副社長（右から２番目）と社員の皆さん

●所在地／永利町 4568-2
●営業時間／ 8:00 ～ 17:00
　 (20)1026
●定休日／日曜日・祝日

▲ Instagram

▲ Instagram

▲ Facebook

▲組み立て作業の様子

▲除草作業の様子

▲ホームページ

142022.10.10 広報

てらやまんち夏休み親子工作教室
　７月23日（土）と８月27日（土）、少年自然の家で
夏休み親子工作教室を行いました。参加した親子は、
職員のアドバイスを受けながら、本棚や巣箱、プラ
ンター、貯金箱など思い思いの木工作品を制作する
ことができました。

　８月28日（日）、少年自然の家でファミリー自然体
験隊（夏）を開催し、６家族26人がそうめん流しを体
験しました。炊飯棟に設置した竹製の水路にそうめ
んを流し、自ら制作した竹の器や箸を使って、食べ
るそうめんは格別で、涼を感じる笑顔いっぱいの一
日になりました。

　９月10日（土）、ＳＳプラザせんだいで第６回下水
道フェアを開催しました。下水道についてのパネル
展示や相談会の他、水をきれいにしてくれる微生物
の観察などにより、訪れた人々は、下水道の必要性
や仕組みについて理解を深めました。

ファミリー自然体験隊（夏）

９月10日は下水道の日！

　８月20日（土）から１泊２日間、少年自然の家で
「キッズキャンプ」を開催しました。小学３年生と４
年生の21人が参加し、野外炊飯、灯のつどい、自転
車モトクロスなどの活動を通してチャレンジするこ
とや仲間と協力することを学ぶ機会となりました。

　９月３日（土）、川内川河川敷大小路側にて（公社）
川内青年会議所主催の、さつま川内防災フェスタが
開催されました。「備える・学ぶ・活かす・触れる」の
４つのテーマで、消火訓練体験や大雨体験、ステー
ジショー、ハザードマップや防災アプリの解説など
充実した内容
で、多くの方
の防災意識向
上につなげる
ことができま
した。

目指せ！未来のぼっけもん
キッズキャンプ（夏）

さつま川内防災フェスタ

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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▲火災の煙を体験している様子


